




あった。 

2.2．モニタリング調査 

調査は設定時の平成 18年、5年目の平成 23年および

10年目の平成 28年に行った。調査プロット内の胸高直

径 5㎝以上の全樹種を対象として、生存・枯死を目視で

調査し、胸高直径を直径巻尺で測定するとともに、バー

テックス（Haglof 社）を用いて樹高を測定した。調査

プロット外のケヤキ成木については、平成 18 年は立木

位置の測量と胸高直径・樹高の測定を、平成 23、28 年

は生存・枯死を調査した。 

2.3．全国のケヤキ林分調査 

平成 13年から平成 19年にかけて、全国 11ヶ所のケ

ヤキ林分においてケヤキの探索を行い、コンパス測量

（英彦山および重永のみ GPS測量）によるケヤキの立木

位置図の作成を行った。11 ヶ所のうち 5 ヶ所の林木遺

伝資源保存林（二股山、男鹿、喰丸峠、赤谷、重永）で

は、保存林内全域を調査対象とした。末光山林木遺伝資

源保存林では全域を対象としてはいないが、保存林内の

ほぼすべてのケヤキが調査対象となっていると思われ

る。英彦山林木遺伝資源保存林および保護林ではない 4

林分（一関、浪江、伊豆、藤橋）については、ケヤキが

多く生育するエリアを調査対象とした。調査エリア内の

全個体の胸高直径を測定し、胸高直径階別の出現頻度割

合を用いて、STATISTICA version 03J により、ウォー

ド法によるクラスター分析を行った。 

3. 結果と考察

3.1．喰丸峠ケヤキ林木遺伝資源保存林におけるモニタ

リング

表－１に平成 18 年の設定時におけるプロット内の樹

種構成とそのサイズ分布を示した。ケヤキは 12 本生育

樹種名 H18 H23 H28 H18 H23 H28 H18 H23 H28

ケヤキ 12 12 12 36.0 38.1 36.1 20.2 19.1 21.9

ミズナラ 3 2 2 8.3 6.2 6.1 19.7 17.2 20.4

イタヤカエデ 33 30 28 3.0 3.6 3.8 10.3 10.5 11.0

ホオノキ 8 6 6 2.9 3.1 3.5 14.1 15.5 17.5

ミズキ 8 8 10 1.4 1.9 2.2 13.4 11.7 12.4

ハリギリ 5 5 4 2.0 2.2 2.1 15.2 15.4 19.5

ハクウンボク 19 14 14 1.7 1.1 1.3 8.3 6.6 6.1

エゾヤマザクラ 1 1 1 0.9 1.0 1.1 24.4 29.1 25.3

ヤマモミジ 22 19 26 0.8 0.9 1.0 6.5 4.6 4.8

サワシバ 12 12 11 0.7 0.8 0.8 5.9 6.1 6.0

オオバボダイジュ 5 5 6 0.3 0.5 0.6 7.3 6.9 6.6

ウワミズザクラ 10 8 7 0.5 0.5 0.5 7.2 7.0 5.4

アブラチャン 22 18 19 0.3 0.3 0.3 5.3 2.8 1.5

ヒトツバカエデ 6 4 4 0.2 0.2 0.3 8.0 10.3 10.9

トチノキ 2 1 1 0.2 0.2 0.3 11.2 11.5 16.1

ツリバナ 4 2 2 0.1 0.0 0.0 4.9 1.4 3.2

合計 172 147 153 61.5 60.6 59.9

生存本数 胸高断面積密度（m2/ha） 平均樹高（m）

表－２ プロット内の樹種構成、樹種ごとの生存本数、胸高断面積密度、平均樹高

樹種 5-10 10-20 20-50 50-

イタヤカエデ（33） 9 18 6

アブラチャン（22） 22

ヤマモミジ（22） 16 6

ハクウンボク（19） 7 9 3

ケヤキ（12） 2 1 1 8

サワシバ（12） 7 4 1

ウワミズザクラ（10） 7 2 1

ホオノキ（8） 1 3 4

ミズキ（8） 1 2 5

ヒトツバカエデ（6） 3 3

オオバボダイジュ（5） 4 1

ハリギリ（5） 2 2 1

ツリバナ（4） 4

ミズナラ（3） 3

トチノキ（2） 2

エゾヤマザクラ（1） 1

合計（172） 83 52 25 12

* 樹種名の後の数字は総本数

胸高直径階 (cm)

表－１ 平成18年の各樹種の胸高直径分布
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の二股山、静岡県の伊豆、岩手県の一関、福島県の浪江

が分類された。これらの林分は中径木が主体の林分とい

う特徴がある。ただし、二股山と伊豆は一山型分布で一

斉更新したものと考えられるが、一関と浪江は複数のピ

ークが見られることから、複数回の更新イベントが起こ

った可能性がある。なお一関については、渓流沿いの林

分で他の林分とは立地環境が異なっていた。クラスター

Dには喰丸峠、末光山、藤橋、重永が含まれた。これら

4 林分は比較的多くの大径木が見られたことが共通点

であるが、ヒストグラムを見ると必ずしも同様の遷移過

程を経ていないと考えられる。岐阜県揖斐川町の藤橋と

宮崎県小林市の重永は、中～大径木を中心とした一山型

の分布を示し、一斉更新が起こったと思われる。このう

ちケヤキのほぼ南限に位置する重永は個体数が少なく

小径木も 1個体のみで、長い期間更新が成功していない

林分といえる。ただし、本林分から少し離れた崩壊地（保

護林外）にケヤキの更新地（小径木が複数見られる）が

確認されており、広い範囲を考慮すると貴重な南限付近

の更新可能林分といえるかもしれない。一方、福島県昭

和村の喰丸峠や岡山県新見市の末光山は二山以上の分

布を示し、複数回の更新をしたのではないかと考えられ

る。両林分ともに小径木も多く見られることから、近年

にも更新イベントが起こったと考えられる。なお、これ

ら 2 林分には表土が不安定で崩れやすそうな場所が見

られた。 

10 cm 以下の小径木がある程度の本数見られるのは、

一斉更新した英彦山と、大径木が多数を占める喰丸峠お

よび末光山だけであった。喰丸峠と末光山は他の直径ク

ラスも同程度にみられることから、これまで何度もギャ

ップ更新が成功したようなギャップ更新のモニタリン

グを行うのに適した環境なのかもしれない。 

4. おわりに

本報告では、福島県昭和村の喰丸峠ケヤキ林木遺伝資

源保存林における 10 年間の林分動態について取りまと

めるとともに、全国 11 ヶ所のケヤキ林分の林分構造の

概要をまとめた。喰丸峠の試験地では、平成 22 年春に

ミズナラの大木が倒伏枯損しギャップが発生したこと

により天然更新が期待されたが、その時発生した実生個

体は消失するに至った。しかしながら、胸高直径分布か

らは、本林分では複数回の更新が起こっていることが示

唆され、今後も環境が整うことにより更新が成功するの

ではないかと予想される。喰丸峠と同様の胸高直径分布

を示した末光山においても同様に度々の更新が起こっ

ている可能性があり、これらの林分はギャップ更新の起

こりやすい林分である可能性が示唆された。これら以外

には英彦山のように近年に一斉更新が起こった林分や、

大径木がない林分や逆に小径木のあまり見られない林

分もあり、ケヤキの林分構造はさまざまであることが明

らかとなった。現時点ではこれらの林分のモニタリング

の計画はないが、今後、ケヤキの遺伝資源を継続的に生

息域内保存するための効果的な管理手法を検討する上

では、タイプの違う林分の動態モニタリングも考えるべ

きであろう。 

モニタリング試験地の設定・調査を行うにあたって、

関東森林管理局および関東森林管理局会津森林管理署

には、多大なご協力を頂いた。ここに厚く御礼申し上げ

る。また、本試験地の設定、調査および全国ケヤキ林分

調査にご尽力いただいた林木育種センター遺伝資源部

の歴代スタッフ、関西育種場および九州育種場のスタッ

フに深く感謝申し上げる。
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育種基本区 森林管理局 名称 所在地 面積 ha

二股山ケヤキ遺伝資源希少個体群保護林
*1 青森県大間町 29.0

鱒淵観音堂カヤ遺伝資源希少個体群保護林
*2 宮城県登米市 10.0

男鹿半島海岸植生生物群集保護林
*3 秋田県男鹿市 44.5

関東森林管理局 白山ケヤキ林木遺伝資源保存林 新潟県阿賀町 3.0

八溝山アカシデ・ケヤキ林木遺伝資源保存林 福島県矢祭町 43.6

喰丸峠ケヤキ林木遺伝資源保存林 福島県昭和村 5.9

コガネ沢林木遺伝資源保存林 静岡県浜松市 28.2

小川ブナ群落林木遺伝資源保存林 茨城県北茨城市 32.5

中部森林管理局 赤谷コナラ等遺伝資源希少個体群保護林
*4 長野県佐久市 13.0

関西 近畿中国森林管理局 末光山ケヤキ・イヌシデ・コナラ等遺伝資源希少

個体群保護林
*5

岡山県新見市 9.4

英彦山林木遺伝資源保存林 福岡県添田町 81.3

権現岳林木遺伝資源保存林 大分県日田市 70.5

重永林木遺伝資源保存林 宮崎県小林市 7.4

市房林木遺伝資源保存林 熊本県水上村 31.2

付表－１ ケヤキの林木遺伝資源保存林一覧

再編前名称： *1 二股山ケヤキ林木遺伝資源保存林，*2 鱒渕観音堂カヤ林木遺伝資源保存林，*3 男鹿ケヤキ林木

遺伝資源保存林，*4 赤谷コナラ等林木遺伝資源保存林，*5 末光山林木遺伝資源保存林

東北

関東

九州

東北森林管理局

関東森林管理局

九州森林管理局
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